
唐津西高校の ICTを活用した取り組みについて 

 

１．Classiを活用した学習時間・体調の把握 

   朝 HR前の時間を使い、学習時間・体調の入力を行っています。担任・副担任は生徒に対してコメントを

返します。 

（休校時は朝の 9：30までに家で入力） 

 

２．授業動画の作成、Microsoft Stream、Classiを活用した動画の配信 

   休校期間中、学習用 PCを使って教科担当者が授業動画を作成し、生徒に動画を配信しました。 

  生徒は学習用 PCを使って授業を受け、課題や板書を写した写真を Classiに提出しました。 

  学校再開後も、模擬試験の解説等の動画を配信していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．Microsoft Teamsを活用した、個別学習指導、個別面談 

   Microsoft Teamsを活用し、オンラインで個別学習指導や個別面談を行っています。 

  文字でやり取りできる場合は、Teamsのチャット機能を使って指導を行っています。 

  今後、休校になった場合は、Teamsを用いた HR活動を行いたいと考えています。 

  

 

 

 

 



４．スタディサプリを活用した学習活動 

  １、２年生全員スタディサプリを利用できる環境を整えています（３年生は希望者）。生徒は、授業で理

解できなかった内容や苦手な分野について、動画を見ながら学び直しを行います。また、予習に使ってい

る生徒もいます。１年生は、自主学習の習慣を定着させるために、毎週月曜セミナーの時間を使って動画

を視聴しています。 

  休校中期間においても、スタディサプリを活用することで学びの機会を保障しています。 

 

５．佐賀新聞電子版を活用した情報収集 

  ３年生は HR前の時間、佐賀新聞電子版を使って新聞を読み、気になった記事に対して自分の考えを書い

ています。世の中の動向に注目する生徒が増えました。 

  

 

６．電子黒板・タブレット PCを利活用した授業 

  普段の授業において、必要に応じて電子黒板やタブレット PCを利活用しています。 

  

 

７．校内研修 

  情報リテラシーを高めるために、必要に応じて職員向け・生徒向けの研修を行っています。 

 


